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【研究テーマ】 
1. 臓器表面投与法による遺伝子導入効率の増強及び持続化に関する研究  
2. 肝臓を標的とした新規遺伝子デリバリーシステムの開発  
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【研究費取得状況】 
1. 癌病巣部位への制癌剤の選択的集積を目的とした肝臓表面投与法の開発； 日本

学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））・分担者、 代表者 中村純三  
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著書  （欧文）  0 編  （邦文）0 編  
紀要  （欧文）  0 編  （邦文）0 編  
特許    0 件  


